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いじめ防止の標語 

 

昨年、１１月２５日（月）から２９日（金）は生徒会主催の「いじめ撲滅運動重点週間」でした。 

本部役員を始めとして、各専門委員会が独自に取組を強化した期間でしたが、そのなかで放

送委員会は標語を募集し、昼の放送で紹介していました。 

応募された標語は全部で１８３作品あり、子どもたちのいじめへの関心の高さが感じられました。

いずれの標語も、真剣にいじめという行為について考えられており、すばらしい作品ばかりでし

たが、校長として以下の４つの評価規準で評価し、優秀と思われる作品を抽出してみました。 

なお、４つの評価規準をすべて満たしているということではなく、いずれかの評価規準につい

て優秀と言えるかという視点で読んでいきました。 

 

（１）生徒会本部が掲げたスローガン「いじめの視聴者をなくそう ～画面の先の話じゃない！」に

即している。 

（２）いじめ行為を多面的・多角的に捉えている。 

（３）相手意識があって読み手にアピールし、強い印象を与えている。 

（４）中学生としてありがちで、身近でも起こりえる状況を作品としている。 

 

その結果、選ばれた作品を紹介いたします。 

年 組 氏 名 作   品 

１ Ａ 久保田 希来 悪気はない それでも相手に 傷がつく 

１ Ｂ 浅香 遥音 ほら見てよ 君のおふざけで 泣いてるよ 

１ Ｂ 松浦 紅葉 遊びです そんな言葉は 関係ない 

１ Ｅ 大﨑 結斗 見たのなら 止めるまでが 責任だ 

１ Ｅ 岡嶋 朱音 じゃれあいは 相手にとっては いじめかも 

１ Ｅ 近藤 希 その画面から 向こうの人は 見えますか 

２ Ａ 上田 琴華 考えて 自分がされたら 笑えるの？ 

２ Ａ 植竹 蒼生 やられても やり返したら 同類だ 

２ Ａ 黒滝 柚杏 友達を いじめないで 大切に 

２ Ａ 鈴木 佐和 怖くても 知らないふりは やめようよ 

２ Ａ 髙槻 奏輔 考えて 理由があっても 犯罪だ 
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２ Ｂ 織田 侑奈 被害者の 心の傷は 消えないよ 

２ Ｂ 竹中 ちひろ 見て見ぬふり それも立派な いじめです 

２ Ｃ 齊藤 絵実理 認めあおう 個性はみんなの 宝物 

２ Ｃ 鈴木 翠 「悪気はない」 少しのことでも ゆるされない 

２ Ｄ 飯野 愛麻 気づきましょう 笑顔の奥の 深い傷 

２ Ｄ 榎本 涼乃 見て見ぬふり それも共犯 禁止事項 

２ Ｄ 作佐部 希咲 いじめは 立派な犯罪 気づいてる？ 

２ Ｄ 城﨑 千寧 やった理由 「やられたから」は もうダサい 

２ Ｄ 田中 明日歌 やめようよ するも加わるも 見てるのも 

２ Ｄ 廣中 理一 いじめはね 相手の気持ちが 一番大事 考えよう相手の心 

３ Ｂ 今福 康介 見てただけ あなたもいじめに 含まれる 

３ Ｃ 大本 晃輔 相手をみて 選んでるなら いじめだよ 

３ Ｃ 酒井 希美 出来ること 実行してみて 脱傍観者 

３ Ｄ 木下 心愛 正義の敵は 悪じゃない あなたの正義が いじめの原因 

３ Ｄ 髙橋 海翔 冗談じゃん それでは治らぬ 胸の傷 

３ Ｄ 中村 嵩 見ないふり 実はいじめに 加担中 

３ Ｄ 二上 結愛 気づいてないの？ いじめる側が 1番惨め 

３ Ｄ 湯浅 梨央 「見てただけ」 それも 立派な いじめです 

３ Ｄ 渡部 大雅 やってない？ 言っていたよね 君の口 

 

いかがでしょうか。 

教員が「いじめはいけないことだ」「いじめを見たら先生に連絡しなさい」と何度も指導するよ

り、これらのように、生徒会の力で「いじめ行為を見て見ぬふりをするのはやめよう」「いじめをす

るのは醜いことだ」「そういう言動がいじめ行為に発展する」などを発信していくことの方が、ずっ

といじめ行為が起きにくくなる風土を築き上げていくのです。 

これらの作品は、現在校舎内に掲示されていますが、それでもいじめ行為はいつ起きてもお

かしくないし、いじめゼロになることはないと私は考えています。 

今後も、教職員一同、子どもたちの様子を注意深く見ていくとともに、子どもたちの力でいじめ

行為が防止及び解消されていくことを期待しています。 

 

 

１月からの給食が充実します 

 

米を始めとする食材料費の高騰が続いているため、各校の栄養士は１食あたりの荒川区から

の補助額内で収めるために、様々な工夫をしたり、時には苦労をしたりしながらこれまで献立を

作成し、食材を発注して給食を提供してまいりました。 

そのような状況に鑑み、このたび荒川区教育委員会では、今年度の緊急の追加補助をするこ

とになり、以下の通り、１食あたりの補助額が上がることになりました。 

１２月まで １月から 

３６８円 ４２２円 

このことにより、「すき焼き風」が「すき焼き」になったり、私の好物のビーフカレーが登場したり

することはないとは思いますが、若干高価な食材が使われるようになったり、食材の質が良くなっ

たり、品数が増えたりして充実した給食になることが期待されます。 

子どもたちには、食品ロスがないよう完食してもらいたいと思います。 
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来年度より中学校１０校の給食回数を一律にそろえることになりました 

 

令和６年１２月１１日付で教育委員会事務局教育部長より以下のような通知がありましたので、

抜粋してお知らせいたします。 

６荒教学第２５２４号 

令和６年１２月１１日 

各小中学校長殿 

教育委員会事務局教育部長 

 

令和７年度の学校給食実施回数について（通知） 

 

このことについて、荒川区では質の高い学校給食を安定的に提供するとともに、物価高騰等に対

応する保護者負担の軽減を図るため、令和５年度より区立全小中学校において学校給食費の無償化

を開始しました。 

学校給食費無償化の実施に伴い、公費負担における公平性の観点から、学校間での給食実施回数

の差が生じないようにするため、下記のとおり令和７年度の給食実施回数を算出しましたので、通

知します。 

各学校長におかれましては、教育課程の編成を行うにあたり、下記の給食実施回数に基づき、令

和７年度の給食実施日の調整等をお願いします。 

 

記 

 

１ 令和７年度の給食実施回数（学校として給食を実施する回数） 

（２）中学校  １９１回（第九中学校夜間学級を除く） 

 

２ 算出根拠 

教育委員会が示した令和７年度の都民の日及び土曜授業日を除いた授業日数（２０１日）より、

以下の学校行事及び開校記念日を差し引いた日数を給食実施回数とします。 

（２）中学校 

始業式及び終業式   ６日 

入学式及び卒業式   ２日 

全校校外行事等    １日 

開校記念日      １日 

差し引く日数    計１０日     ２０１日―１０日＝１９１日（回） 

 

３ その他 

（２）学年ごとで給食実施回数の差が生じることは差支えありません。 

この通知文に関しましては、公費の補助で給食を提供している以上、区民の間で公平性が担

保されるべきであるというのはもっともなことだと思います。ある学校の子どもはたくさん補助を

受けていて、ある学校の子どもは少ししか補助を受けていないというのはあってはならないこと

です。 

さて、本校では来年度の教育課程を編成するにあたり、例年通りの給食実施予定で計算する

と、当初案では１９３回となっております。 

しかし、先の通知のとおり、１９１回にするための調整をしなければならないことから、例年だっ

たら給食を提供するべき日に提供しない日が２日生じることになります。なるべく授業時数を減

らさないようにするためにはどのように減らしていけば良いかについては現在検討中ですが、い

ずれにしても保護者の方に頼らなければならない日が出てくることは確かなことです。 

つきましては、大変心苦しいのですが、このことにつきましてご理解いただくとともにご協力賜

りますよう、よろしくお願いいたします。 
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令和８年度の修学旅行日程 

 

中学校３年生で実施する修学旅行は、新幹線の割引がある「連合体輸送列車（修学旅行専用列車）」を
利用する場合、１年生の段階で実施日の抽選が行われます。 

今年度は１１月２５日（月）に抽選が行われ、現１年生が令和８年度に実施する修学旅行の日程は以下の
通りとなりました。 

○９月４日（金）～６日（日） 
ちなみに行き先は、例年通り京都・奈良方面です。 

２学期が始まって直ぐの出発であることと、金・土・日という一般の日本人も旅行にでられる期間である
ことから、計画的に準備をするとともに、混雑自体を楽しむ余裕が必要になってくるかと思います。 

今の１年生が、今後実施される移動教室や校外学習などで、そのような側面を伸ばしていけるよう指導
してまいります。 
 
 

お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「第１７回あらかわお弁当レシピコンテスト」において、以下の成績を収めました。 
審査結果 学年 氏名 お弁当のタイトル 

教育委員会賞 １ 青山 莉可 伝統弁当 ～母から受けついだ味～ 
佳作 １ 荒井 理空 夏のおくりもの 
佳作 １ 大澤 莉々香 夏野菜を使ったお米の進むお弁当 
佳作 １ 林 亜美佳 収穫弁当 
佳作 １ 山本 栞菜 夏バテしない！！ スポーツ弁当 
佳作 １ 稲垣 陸斗 色とりどり 夏バテ防止弁当 
佳作 １ 畑 紗和子 乾物イイネ！ 彩弁当 
佳作 １ 橋爪 美来 見た目も味も栄養も！ 欲張り弁当 
佳作 １ 阿部 菜々深 部活がんばれ！ 夏バテ防止弁当 
佳作 １ 栗田 勘太 楽しみなお弁当 
佳作 １ 児玉 こまち コマランチ 
佳作 １ 村上 丈琉 ぼくの沖縄（うちなー）弁当 
佳作 １ 胡 恩祺 簡単チキン照り焼き弁当 

●「ＪＡＭＣＡ ＰＲＩＺＥ２０２４アートコンテスト」において、以下の成績を収めました。 
フォトコンテスト 学生部門 入選   ２年 近藤 亨昭 

●「第２回銅のすごい力を調べてみよう！ 夏休み自由研究コンテスト」において、以下の成績を収めました。 
審査員特別賞（群馬大学理工学府選出）   １年 今井 葉菜 
審査員特別賞（日本鉱業協会選出）      １年 山藤 実咲 

●令和６年度冬季全日本ジュニア選手権大会荒川区予選会バドミントンの部において、以下の成績を収めま
した。 
男子ダブルス    第１位  佐藤 壮馬・杉谷 天稀 

                第３位  坂本 京翼・辻 陽輝 
男子シングルス   第１位  杉谷 天稀 

                第２位  佐藤 壮馬 
●荒川区バスケットボール新人大会において、以下の成績を収めました。 

男子  第３位 
女子  第３位 
最優秀選手賞  川又 舞花、湯浅 心吾 

●「第１８回あらかわ小論文コンテスト」において、以下の成績を収めました。 
審査結果 学年 氏  名 題  名 

校長会賞 
３ 小池 帆夏 教育と平和 
３ 湯浅 梨央 最後の一粒は最初の一粒 

佳作 
３ 柴田 真衣 「児童労働」をなくすために 
３ 丸谷 周 「難民鎖国」日本で生きていく 

●第６７回東京都児童生徒発明くふう展において、以下の成績を収めました。 
優秀賞   ２年  髙木 淳乃介   トランプシャッフル機 
入 選    １年  辰井 陽香     カスタマイズサイドテーブル 
入 選    １年  高羽 郁奈     弁ひや 

●「パソコン×自由研究コンテスト２０２４」において、以下の成績を収めました。 
優秀賞   ２年  飯塚 翠 

🔴「こんな自転車欲しかってん！コンテスト」において、以下の成績を収めました。 
優秀賞   ２年  藤永 夢心 


